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a(r)=石 打訂 en Z (4)
から質点密度の平均密度からの偏差が得られる｡ ある格子構造を想定し,各格子点に′ト
体積 Ⅴ′,残の部分に体積 Ⅴ〝 を割りふる
(1図または2図｡ Ⅴ〝 のふ り方が違って
いる)O 甲(r)一才をV'中では 符′≡ pで,







となる｡ β′ は領域 Ⅴ ′ における, β〝は













exp(-klT◎)- H' (1 ･ f ij-- 1･(i?,fij十 (iS)(Eke)f i j fke ･ ･･(ij)
(7)












であり, Z2 は Ⅴ′点から見たすぐ隣の Ⅴ′点の個数, zlは Ⅴ〝 点の個数 を表す (f･
C･C･ではZ2-12,Z1- 6)o fo, fo′,f l,f2,f2′はすべて積分/d5ri′d5
rJfiJを表しfoでは r･ riとも同じV'の中,-fo′ではともに同じⅤ〝の中の積jil1,
f2ではri,riが隣合 う二つの V'の中の積分, fiでは同じくV"の中, flではri
は Ⅴ′,r･はその隣の Ⅴ〝の中の積分を行なったものである｡J
(8)を (5)に代入して
0 - T･2(p十号)(q一言)(a- b),
a- fo+for-Z.i.+Z2(f2+f2'),
b - 〔p( f ｡+ Z 2 f 2)+q zl f .〕 - 〔q (fi+Z2 f2')+pz l f l 〕
(10)
) (ll)




fo′では同じⅤ〝 の申, fl では Ⅴ′とそれに最近按のⅤ〝,f2では Ⅴ′とそれに最近
＼
按の V ′, f2′ではV〝 とそれに最近接のvU である勢倉に該当しているo (ll)式のb
は零であるO この式の右辺の大括弧は二つとも･√d5rjfiiを表し,-- riが V′
内にある場合･他方は vN 内にある場合になっておりや両者互いに等しいからであるo
b-0として (10)を右辺第 1項を0次.第 2項は1次と考えてqに関して解いて











- (卜S)en(1-S)-(1･S)en(1･S)･oen崇 一言a(S,T)C2 (13)
が得られるo a(S,T)は (ll)に与えたa(S及びTの関数 )である0 0-0の均一
状態 (液相 )においては Sは存在意義を失 うo このことが形式の上では, (13)が 0-






で, 0-0は常にこれを満すo a(S,T)がある程度大きいと, oキ0の解が存在する









-2th-1(0-S)-2th-1S+･一一二一T r a(S,T)- 0 (16)
2 2 ∂S1-S
である｡ここでも♂-2Sとすると,






















実線は温度Tl< T2< T5< T4における
a(S,T)を表しており,破線に按する実線に該当する温度 (TSと T5′)が融点を表




























て4A図 (又は5A図 )におけるT3 (又はT;)を求め,それを融点Tm とすると,
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ro/d 0.848 0.919. 1.000 1ー061 1.131
1 表
のような値が得 られるo これに基いてTm -P曲線を措 くと6図A のようになるoQ図
(A)は温度 Tにおいて P甘く p< pIでは固相, p<pE及び p> pIでは液相が現
れることを示 しており,自由エネルギーは液相を基準として6図 (B) のようになり,
それに基 く圧力 p′q p2∂F,/∂p (6図 (C))と液相 の圧力 とを加えて圧力 p は
密度 βに対 して6図(D)のような関
係を持っことが判る｡ Tの値をいろい









(7図 1o pM を境にして低圧側と高圧側とでは融解現象の相転移としての性格に差違
がある｡ 低圧側の融解においては秩序パ ラメータは有限の値から突然零になるが r第 1
種的転移 )･高圧側では連続的に(極めて急激にではあるが1零になる(第 2種的相転
移 10 4B図と5B図との比較･6B,C図等にもこの事が反映しているo パラメータ
Sの融解点における値 sm から〔(1-sm)/2〕%d の値を求めそれを融解時噸 動
の振幅と考えると,Lindemannの値に比 し過大になるr計算した点の間隔が荒くて
sm を精密に評価できていないが, 1表の中では最大の sm の場合 (ro/d-1･000の
場合 )で大体 sm - o･95くらい lo この評価を精密にする目的にそうためには,q(r)
を
7(r)ニ ■ーl∑(r-Rn)2/d2∩
のように選ぶ (Rnは格子点 )のがよい0 1を変分パラメータとして熱力学的に定める
ことにすれば,もっと妥当な値が得られるだろう｡
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